
私は、この三国について、政治と宗教のつなが
りの違いを比較研究することによって、各国の
LGBT文化にどのような差異をもたらしているの
か考察している。

タイでは、国民の約95％が上座部仏教を信仰し、
「開発僧」が行政や地域開発に介入している。
「kathoey」と呼ばれる性的少数者の多くは、
サービス業に従事し、タイ社会に溶け込んでい
る。

フィリピンでは、性的少数者は「バクラ」や「ティボ」と呼ばれる。
キリスト教会が持つ影響力が強大で彼らへの批判も大きい反面、町
の中ではLGBTの人々が普通に働いている。

日本では、二国のように特定の宗教を信仰している人は少ない。
政教分離の原則をとっていることもあり、宗教そのものが L G B T 文
化に与える影響は少ないと考えられる。かつて仏教が影響
力を持っていた時代は「男色」としての同性愛がよく見られていた
が、現在では二国のように LGBTを公言できる環境ではない。

三国を比較してみると、政治について宗教的関与があるほど、LGBT
文化が活発なことが判明した。ここから、タイとフィリピンでは、
信仰する宗教の教義と自身の性的指向のギャップに葛藤するなかで、
自身のアイデンティティを主張し、LGBT文化が盛んになったと考え
られる。
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